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　昨年夏からの企業会計基準委員会（ASBJ）
への出向を経て、本年 4月に客員研究員として
国際会計基準審議会（IASB）に着任しました。
最近のASBJからの派遣者は IFRS 解釈指針委
員会を担当することが多かったのですが、私は
リサーチに配属となり、現在は主に概念フレー
ムワークを担当しています。概念フレームワー
クは本年中の最終公表に向け、現在スタッフの
作業も大詰めを迎えていますが、プロジェクト
の意義や内容については次号以降でご紹介する
として、本稿では、業務開始後 3か月を経過し
て、IFRS 財団のロンドンオフィスについて感
じたことを少し述べてみたいと思います。な
お、以下の文中の意見にわたる部分は、すべて
個人的見解です。
　IASBは IFRS 財団下の基準設定主体であり、
2017 年 7 月 10 日（本稿執筆時）現在で 12 名
のボードメンバーで構成されています（近日中
に 1名の離任及び 3名の新規着任が予定されて
います）。IFRS 財団のロンドンオフィスでは、
ボードメンバーに加えて 130 名程度のスタッフ
が執務しており、東京のアジア・オセアニアオ
フィスで 4 名が執務しています。ロンドンオ
フィスのスタッフのうち、4割程度がいわゆる
テクニカルスタッフであり、ASBJからの派遣
者は全員テクニカルスタッフとなります。残り
の 6 割は、コミュニケーション（広報など）、

出版、教育、人事などその他のさまざまな業務
を行っています。男女比は、テクニカルスタッ
フで4：6、その他のスタッフで3：7程度です。
　ロンドンオフィスは非常に多様性が高く、30
か国以上の国からボードメンバー、スタッフが
集まっています。日本人は、現在ボードメン
バー 1名、スタッフ 3名の計 4名です。隣の席
のスタッフはニュージーランド出身、上司はロ
シア出身、バディ（日本でいうとメンターや
OJT の指導係といった感じでしょうか）はノ
ルウェーとアメリカ出身、といった具合で、ま
さに多様性の高い都市ロンドンの縮図のよう
です。
　働き方に関しても、金曜日は出勤しないス
タッフがいたり、「ドラフトのレビューに集中
したいので」という理由で自宅勤務をしたりと
日本よりはるかにフレキシブルです。仕事は個
人で責任をもって仕上げる部分が多く、働き方
に関しても個人の考えが非常に尊重されている
ように感じます。ちなみに有給休暇はほとんど
翌年に繰り越せませんが、多くの人がそのほと
んどを使い切っているようです。当然のことな
がら、自分とチームの仕事を調整して有給休暇
を取得することが前提であり、特別な理由なく
未消化の有給休暇を残すことは、タイムマネジ
メントがうまくできていない証拠だと見られて
いるように思います。
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　人材の入れ替わりも非常に活発で、私が着任
してから 3 か月の間に、10 名ものスタッフが
退職し、同程度のスタッフが新たに加わりまし
た。スタッフのバックグラウンドもさまざま
で、この多様性の高さ、流動性の高さが、この
組織の大きな特徴であり、強みになっていると
感じます。また、世界中で使われる基準の設定
を使命とする組織である以上、このような多様
性の高さが必要不可欠なのではないかとも思い
ます。私が今まで働いてきた組織とは大きく異
なる環境のため、最初は戸惑いもありました
が、個々人が尊重され、また他国からのスタッ
フの受け入れ、特に英語が母国語ではないス
タッフの受け入れにも慣れているため、非常に
働きやすい環境だと思います。
　さて、この 3 か月の間に起こった IASB に
とって最も重要な出来事といえば、IFRS 第 17
号「保険契約」の公表ではないでしょうか。公
表までに 20 年を要した大型基準で、しかも
「保険契約に関する初めての、真の意味で国際
的な IFRS 基準」の公表ということで、公表当
日はお祝いメールが飛び交ったり、保険チーム
のスタッフがお祝いディナーのためにドレス
アップしていたりと祝賀ムードでした。私はも
ちろんこの基準の策定に何の貢献もしていませ
んが、たまたまこの祝賀の場に立ち会えてうれ
しく思いました。

　IASB の基準開発は、IFRS 第 9 号「金融商
品」、IFRS 第 15 号「顧客との契約から生じる
収益」、IFRS 第 16 号「リース」、そして前述
の IFRS 第 17 号と、この数年で大型の基準が
続けて最終化され、これからの数年間は Bet-
ter Communication に軸足を置きつつ、これら
の大型基準の適用支援に力を割いていくことが
予定されています。また、外に目を向けると、
イギリスは歴史的な転換点であるブレグジット
の真っ只中にあり、先を見通すことが難しい時
代になっています。
　このような時期に、ここロンドンで IASB の
業務に携わり、またイギリス社会の動きを肌で
感じることができるのは、本当に貴重な経験で
あると思っています。基準のより深い理解や英
語力の向上をはじめとして、取り組まなければ
ならない課題は数多くありますが、限られた期
間にできるだけ多くのことを吸収し、また貢献
していきたいと思います。
　末尾になりましたが、ASBJ への出向及び
IASB への赴任にあたり、また IASB での業務
に関して、出向元である有限責任監査法人トー
マツ及び ASBJをはじめとして、本当に多く
の皆様に温かい励まし、ご指導、数多くのご支
援をいただきました。この場をお借りして、厚
く御礼申し上げます。


